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研究成果の概要（和文）：本プロジェクトは、東アジアの食文化とその越境性をめぐる社会学的研究である。理論的に
は、コンタクト・ゾーン、食のソフト・パワーなど食文化をめぐる政治性に焦点を当てた。経験的には、トランスナシ
ョナルな経路および国民国家、地域、都市における食の文化政治学を明らかにするため、複数の場および越境的プロセ
スにおいて調査を行った。
食が国境を越える時、多彩な人々がその内容の位置づけにおいて競合・協力しあう場（食のコンタクト・ゾーン）とな
る。また食は地域、地方、国家の食文化をめぐる政治（食のソフト・パワー）において重要な位置を占めている。各メ
ンバーは「旅する食文化」の各事例を通して上記の諸様相を探求した。

研究成果の概要（英文）：This project was a sociological investigation into the cuisines of East Asia as th
ey traveled across borders. Theoretically, the project focused on the idea of culinary politics, including
 ideas such as contact zones and culinary soft power. Empirically, it involved multi-sited and cross-borde
r sociological fieldwork to uncover the transnational pathways and the cultural politics of national, regi
onal and urban cuisines. As cuisines cross borders they become places where diverse actors compete and coo
perate in defining the contents of cuisines, or culinary contact zones. Cuisines also become the focus of 
the local, regional and national cultural politics of food, or culinary soft power. Each member of the tea
m focused on one example of a "traveling cuisine" tracing out these various levels of culinary politics.
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 
(1) 研究の組織的基盤としての上智大学比較
文化研究所: 同研究所では、2006年以来東ア
ジア地域の食文化についての研究を進めて
きた。2007 年には、食文化研究ユニットが
日本私立学校振興・共済事業団の助成金を
受け、東アジア地域の食に関するワークショ
ップや講演会、現地調査を実施した。 
 
(2) 食における越境のプロセスの発見：初期
の実地調査の結果、東アジア地域において、
食のグローバル化が急速に展開している様
子が見えてきた。一般の認識では、料理は場
と緊密に連繋しており、通常、人は料理を国
（例えばタイ料理）、あるいは地方（例えば
トスカーナ料理）、場所（例えば上海料理）
と結び付けて考える。当該プロジェクトは、
こうした単純に特定の場に料理を連繋する
ことに疑問を投げかけるものであった。近年、
食文化は、場の中で生まれるのではなく、場
と場の間で生み出されることが増えてきて
いる。つまり、新たな料理や食文化が越境の
プロセスの中で創出されるようになってき
ているのである （S. Mintz, Sweetness and 
Power, 1986; P. Ferguson and S. Zukin, 
“The careers of chefs” Eating Culture, 
1993, 92-111）。そしてこの越境プロセスは、
国境を越える生産者、製品、発想、資本、そ
して消費者の行動を伴うものである。 
 
(3) 食文化をめぐる政治性： 初期調査に基づ
き、食と政治の関係の重要性に着目した結果、
食と政治の関係には、二段階あることを認識
した。第１に、料理が創造されるところ（レ
ストランなど）は、「食のコンタクト・ゾー
ン」であり、新しい料理を生み出すために、
さまざまなタイプの人々が競合し、協力する
場である。第２に、食は、それ自体が社会的
アイデンティティを象徴するものである。こ
のことは、自国の食文化を国境を越えて振興
することの政治性、または「食のソフト・パ
ワー」などの例にもうかがえる。食のソフ
ト・パワーは、国家、地方、あるいは地域に
ちなんだ食文化の魅力と定義されよう。日本、
韓国、マレーシアなどアジア諸国の政府はす
でに、自国料理の地位向上や国を代表する料
理のソフト・パワーに注目した政策を展開し
ているのである。 
 
２．研究の目的 
本プロジェクトの目的は、上に示したような
越境化のプロセスと食文化をめぐる政治性
についてエスノグラフィックな社会学的フ
ィールドワークを通して明らかにすること
である。具体的には以下の３つの項目に関す
る調査を行うことである。 
 
(1) 越境化の視点からの「旅する食文化」の
調査： ① 食文化の担い手であるシェフ、給
仕人、デザイナー、フード・ジャーナリスト、

レストラン経営者などの越境化。② 食品の
新たな越境経路。③ 消費者の嗜好のグロー
バル化とアジア大都市における「エスニッ
ク・フード」への関心の高まり。④ 各地域
の食文化に対する国家レベル、国際レベルの
政策の影響（例：「スローフード」運動） 
 
(2)「食のコンタクト・ゾーン」としての飲食
業界の調査：経営者、シェフ、客、その他の
関係者の間の交流からなる食のコンタク
ト・ゾーンについてのエスノグラフィック的
ケース・スタディを行うことをめざした。レ
ストラン、市場、祭りなどのフィールドワー
クを目的とした。 
 
(3)「食のソフト・パワー」の調査：各国政府
や経済界がいかにして食文化にからめて
人々のアイデンティティを高めようとして
いるかを探索することをめざした。国だけで
はなく、地方や都市レベルでも、食の伝統、
あるいは食文化ゾーンの形成を促進してい
る。 
 
３．研究の方法 
(1) 文化社会学的方法： 食や料理といった文
化的現象の調査では、作り手、受け手、社会
的世界、そしてこれらのつながりに注目する
必 要 が あ る （ Griswold, Cultures and 
Societies, 2007）。各メンバーは、特定の国あ
るいは地方の料理・食文化について以下の項
目に沿って調査した。 ① 料理の社会的世界、
すなわちグローバル化したアジアの都市、② 
文化の作り手、すなわち近年、自由に移動、
移住することが増えてきた食品、飲食業界お
よび、食文化政治の関係者、③ 文化の受け
手、すなわち近年ますます国際化する消費者、
④ 文化的「もの」、すなわち越境する食と食
品および料理。 
 
(2) 越境のエスノグラフィー： この研究のさ
らなる方法論的課題は、作り手、受け手、も
のの越境をどのように記録するか、というこ
とであった。そこで、グローバル・エスノグ
ラフィーの方法に沿って（M. Burawoy, 
Global Ethnography, 2000）、 参与観察とイ
ンタビュー、そしてテキスト資料を分析する
方法で調査を進めることにした。具体的には、
移動・移住する食の作り手、消費者、そして
レストラン業界の担い手に聞き取りを行う
ことにより、国境を越える料理と食文化を考
察した。 
 
４．研究成果 
共同研究を進めた結果、越境現象を背景とし
た料理あるいは食文化のエスノグラフィー
という形で研究成果を達成した。各メンバー
の研究は、上に掲げた研究目的に様々な形で
貢献しており、ここにひとつのまとまった結
論があるわけではない。しかしながら、共同
研究を通じて、いくつかの重要テーマが浮か



び上がってきた。 
 
(1) 本共同研究は、料理や食文化が越境のプ
ロセスの中で創出される様々な経緯を明ら
かにした。しかし、同時に、ローカルな地域
食、ある地方独自の食文化といった概念は根
強く存在し、それはもともと、他の地方から
渡ってきたもの、あるいは、地元の料理と他
地域のものが混淆した料理についてもそう
である。言いかえれば、たとえそれが越境化
によって生み出された料理であっても、その
地域独自のものだと認識されているケース
がしばしば見受けられるのである。 
 
(2) 本共同研究により、飲食業界は確かに「コ
ンタクト・ゾーン」であると確認できた。た
だし大都市における他の異文化コンタク
ト・ゾーンのほとんどが文化衝突の場である
ように表現されるのとは違い、レストランと
いう場は、そこに関わる人々にとって、しば
しば、緊密な家族やコミュニティのように語
られていた。つまり、レストランは多彩な背
景を持つ人々が集まるコンタクト・ゾーンで
あるが、職場としては、緊密で安定した異文
化間コミュニティを促進するのである。 
 
(3) 日本をはじめ各国政府は「食のソフト・
パワー発信」に関する政策を実施している。
しかしながら、このような国家主導の食文化
政策の成果には限界がある。われわれの研究
結果は、国民食を世界に広めるにあたって、
最も影響力があるのは、国家や政府との関わ
りがほとんどない人々であることを示して
いる。たとえば、日本料理を世界に広めたの
は、ほとんどが日本人ではない外国籍を持っ
た人々だったのである。 
 
(4) 研究代表者・分担者による研究成果： 各
メンバーがエスノグラフィー的な現地調査
から得た研究成果の要旨を以下に記す。 
 
① ジェームス・ファーラー：「上海における
「ローカル料理」としての西洋料理」
（Western cuisine as “local cuisine” in 
Shanghai）このエスノグラフィー的研究は上
海の過去とのつながりを持ったローカル化
した西洋料理が、伝統的な上海のローカル料
理として認知されるに至った経緯を考察し
た。上海の起業家が地元の住民に対して「都
市の歴史へのノスタルジア」として促進した
結果、外国の食が郷土の文化的遺産となった
点を指摘した。 
② 小井土彰宏：「食のコンタクト・ゾーンと
しての“アジア・ラテンアメリカ”料理」太
平洋を越えて混交するアジアとラテンの食
が南カリフォルニアで創生されている事象
に着目し、カリフォルニアのローカルな食と
してではなくアジアとラテンのハイブリッ
ドとして理解されている点を考察した。 
③ 吉野耕作：「アジアにおけるマレーシア料

理」本研究では東南アジアにおける国民食と
いう観点からマレーシア料理を、特に食のグ
ローバリゼーションの「失敗」例として検証
した。世界の大都市におけるマレーシア料理
レストランの数は、タイ、ベトナムやインド
ネシア料理に比較して非常に限られている。
この問題に関して社会学的な視点から食の
生産者、再生産者と消費者間に存在する社会
的なプロセスを研究した。特にエスニック料
理の消費者の社会的特徴に注視して分析を
行った。またこの問題に関連の深い小企業や
政府の役割など再生産者に関する様々な事
象についても分析を行った。さらに現代マレ
ーシアにおける人種問題やナショナリズム
にも着目した。 
④ デヴィット・ワンク：「アジアにおける山
西料理」1990 年代後半以降、中国では郷土料
理を売りにしたレストランが人気の的であ
る。本研究は山西省の省都、太原で行なわれ
た郷土料理レストランの現地調査である。注
目すべきは「郷土」料理の創出が実は“国家”
レベルで行なわれているという発見である。
国民的な味の好みと高級感を考慮して生み
出されたフュージョン料理、郷土史と国の政
治家、文明化をほうふつとさせる意匠とを結
びつけたテーマパークのような内外装、そし
て対象となる客層は観光客とビジネス客で
ある点、などを分析した。 
⑤ シュテファニー・アスマン：「日本の国民
食の再創造」本研究では“和食”が無形文化
遺産として認知されるよう行なわれたキャ
ンペーンに焦点を当てた。また並行して日本
国内で行なわれている食育キャンペーンと
の関係についても分析している。どちらの場
合も日本の食のソフト・パワーを海外に売り
込もうとする政府主導の政策であることが
明らかにされる。 
⑥ ジェームス・ファーラー、デヴィット・
ワンク：「移民料理としての日本料理」本研
究は小規模起業家が欧州や北米で作ってい
る「日本料理」について複数地点におけるエ
スノグラフィーに基づき考察した。レストラ
ンの経営者やシェフへの聞き取りの結果、多
くの国における移民の起業家にとって日本
食は安易な起業機会だと認識されているこ
とが判明した。これらの移民は大多数がアジ
ア、特に中国からの移民たちである。日本の
食のソフト・パワーの成功は日本人以外のア
ジアの起業家に支えられている点を指摘し
た。 
 
(5) 国際シンポジウムの開催と学外の研究者
による学術貢献： 本研究プロジェクトのメ
ンバーに加えて広く多くの研究者から協力
を得て 2013 年 6月 22日に国際シンポジウム
“Travelling Cuisines: Culinary Politics 
and Transnational Foodways in and out of 
Asia”を上智大学において開催した。以下に
研究者名と論文題目を記す。 
 



•Eric Rath(カンザス大学) “Regionalizing 
Japanese Food” 
•Sidney Cheung（香港中文大学） “Making 
Crayfish Local: From Exoticism to 
Localism” 
•Krishnendu Ray（ニューヨーク大学）“Indian 
Ocean Cuisine and the Politics of National 
Cultures” 
•今井祥子（東京大学)“Japanese as Global 
Food: Umami, Celebrity and the Global 
Urban Network” 
•澤口恵一（大正大学) “Japanese Cooks in 
Italy: The Institutionalization of 
Overseas Training during the1980s and 
1990s” 
•Jean Duruz（南オーストラリア大学）“Two 
‘Asian’ Cookbooks and the Pleasures of 
Mixing” 
 
このシンポジウムで発表された論文はプロ
シーディングとしてまとめた。現在この論文
集をベースにした本の出版に向けて出版社
との交渉中である。 
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